
152 住 居 学 〔日 本 家政 学 会

E －17　住t  い の メ ン テナ ン スに 関す る 研 究

花 王生 活 科学 研　　　　 ○久保 恵子　 鶴 岡 英樹

一 住居 用洗 剤の 洗 浄力評 価 法 の 検討 一

目的　 住 居 用 一般 洗 剤の洗 浄 力評 価法 を 、 ヨ ゴレ 、 材質、 洗 剤、 洗 浄 方 法 の各 面 か

ら 検討 し、 で き る だけ 実 用 系に 近い 試験法 に よる 評価 法 を 確立 する 。

方 法　 ヨ ゴ レ： 油（ 液 体、 固 体 ）、 皮 脂ヨゴレ 、 ド ロ、 ス ス、サ ビ等 。

材　 質 ：木 、 ガ ラ ス、金 属 、 合成 樹 脂（ ビ-  タイル ）、 繊 維。

洗　 剤:（1）界 面 活性 剤 タ イプ （2）界面 活 性 剤十ビ ル ダ ー タ イプ(3 ）界面 活 性

剤 十有 機 溶剤 タ イプ （4)界面 活 性剤十有 機 ア ル カリ タ イプ(5 ）無 機

アル カリ タ イプ

テタ ト 方 法：上 記 の 材 質 上に 、 ヨ ゴ レ を 一定 量 塗 布し 、 各 種 洗 剤 を用い 、 ウ ォ ッ

シ ャブ ル テス メ ーに て 摩擦洗 浄 す る 。

結果　 評価 法(1)鉄板、 ガ ラス 板上 に ド ロ ー 油 複合ヨ ゴ レを 塗布 し 、 こ れに経時 変 化

、 熱 変 化 を 加えた も のを モ デ ル 汚垢 と し て 、 ウ ォッ シ ャブ ルテ スタ ーを 用い

て、 洗 剤を 含 ま せ た ス ポン ジで ヨ ゴ レが 完 全 に 脱 落する ま で摩 擦 し、 そ の ス

ト ロ ー タ数 で洗 浄 力 を求 める｡ （2）鉄 板 上に 左だ ね油－ カ ー ボン プ ラッ タ混 合

ヨ ゴレ を 塗布 し、 こ れ に 熱変 化 を 加えた も のを モデ ル 汚垢 とし て 、ここ ヘ ー

定 量 の洗 剤を 滴 下し 、 一 定時 間 放 置後 洗 浄 し. 1 0段 階 で 評 価す る 。以 上 の方

法 は 、 簡 便で あ や. 再 現性、 各 種洗剤 と の対 応性 も よく 、洗 浄 力 試 験 方 法と

し て 適して い る。　　　　　　　　　 ゛
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